
１ 概要

「放課後児童クラブの量の見込みと確保方策」に係る各市町第２期プラン中間見直しについては、

「見直し有：12 市町」、「見直し無：23市町」となった。

上記結果を受け、市町数値の積み上げとなっている第２期ふじさんっこ応援プラン内「放課後児童

クラブの量の見込みと確保方策」部分について、令和５、６年度の数値を変更する。

２ 各市町の見直し状況

３ 第２期ふじさんっこ応援プランの変更

放課後児童クラブの量の見込みと提供体制の確保方策

（人）

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度

A=B～G 36,768 37,154 37,322 37,369 37,251 37,598 37,521 229 270

小学校１年生 Ｂ 11,439 11,549 11,592 11,542 11,393 11,666 11,520 124 127

小学校２年生 Ｃ 10,211 10,289 10,351 10,379 10,335 10,461 10,429 82 94

小学校３年生 Ｄ 7,982 8,039 8,053 8,116 8,131 8,090 8,103 ▲26 ▲28

小学校４年生 Ｅ 4,573 4,633 4,670 4,670 4,734 4,639 4,653 ▲31 ▲81

小学校５年生 Ｆ 1,841 1,869 1,870 1,870 1,850 1,938 1,970 68 120

小学校６年生 Ｇ 722 775 786 792 808 804 846 12 38

Ｈ 37,617 39,093 40,123 40,834 41,328 40,955 41,537 121 209

I=H-A 849 1,939 2,801 3,465 4,077 3,357 4,016 ▲108 ▲61

＜現行 a＞ ＜見直し後 b＞ ＜比較 b-a＞

【 県全域 】
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放課後児童クラブに係る第２期ふじさんっこ応援プランの中間見直しについて

見直し

の有無
市町数 主な考え方

有 12

【量の見込み】

・利用児童数見込みの増減にあわせて見込み値を修正

・共働き世帯の増加や、物価上昇に伴う保護者の就労状況の変化等による

利用増加傾向など、利用需要の増加に関する補正内容を反映

・直近の利用率実績と最新の児童数で再算定

【確保方策】

・量の見込みを見直したことに併せて確保方策も見直しを実施

・利用需要増加に伴う新規施設整備を反映

・計画通り整備できなかったクラブの定員数を反映

・広域利用可能な民設クラブの開所に伴い、市内全域の確保方策を見直し

無 23

・計画値と実績値の乖離が少ない

・コロナ禍による保護者等の就労環境の変化等があるため、現時点での見

直しを見送り（次期計画で反映）

うち、R4

待機児童数

が二桁以上

の市町

５

【待機児童解消に向けた考え方】

・児童数や直近の利用実績により、必要な校区で施設整備を実施

・夏休み期間中の定員増加を検討

・教委と余裕教室や特別教室のタイムシェアの協議を進める

・民設民営クラブの参入を促進


